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１． はじめに 

 学校生活の中で学習が困難であったり，人間関係に悩んでいたり，いくら努力しても結果が出な

くて学校生活に失望してなげやりになってしまう子どもたちを多く見てきました。子どもたちは

「どうせやっても無駄やねん。」「学校なんか嫌い。」と言います。しかし，さらに話をしていると

やはり学校に来たい，皆と仲良くしたい，勉強ができるようになりたい，と自分の気持ちを打ち明

けてくれます。 

 そのような子どもたちの自己肯定感を育み，学校生活に対して少しでも前向きになれるようにと

いう願いで取り組む鳳中学校の特別支援教育を報告します。 

２． 目的 

 子どもたちの自己肯定感を育み，学校のなかでの居場所を確保する。 

３． 方法 

（1）教職員にむけて特別支援教育研修を行う。 

教職員対象に下記の内容で研修を行い，実践に役立ててもらう。 

    「普段から授業に集中できていない生徒，退屈そうな生徒，教室から出てしまう生徒，パニックをおこしたり周囲と円滑な 

    人間関係を構築することが困難な生徒など，様々な生徒がいます。H１５．３．には支援学級在籍生が全体の１．８％， 

    さらに発達障がいや LDの生徒が６．３％でしたが H２４には６．５％と増加しています。そのため支援学級在籍生だけで 

    なく通常の学級においても指導が難しい生徒たちへの支援も今後は重要になります。さらに中学校では二次障害をおこ 

    し授業に参加できず困っている生徒たちが増えています。そのような生徒たちに適切な対応をするにはどうすればよい 

    のか，学びたいと思います。」 
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研修は学期に 1回ずつ行い，できるだけ多くの職員が参加できるようにしました。 

成果として特別支援教育は支援学級生だけが対象でなく全ての生徒が対象であること， 

支援のしかたで効果的な方法がわかった，などの感想がありました。 

（2）生徒の居場所を確保する。 

クラスの中でもより良い人間関係を構築できるように 

①授業中の言語活動の充実を図り，授業に取り入れること。 

②クラブ活動にも積極的に参加させること。 

③支援学級を昼休み，放課後に開放して誰でも学習や休息の場に利用できる。 

などの取り組みを行いました。 

 

②のクラブ活動は支援担任が顧問をしている関係で水泳部に在籍する生徒が多くいます。水泳の 

技能も，全く泳げない生徒から上級者もいますが３年間クラブ活動を続けることで達成感を味わう

ことができました。先輩，後輩など年齢の違う人間関係も構築し，自分の立場を再確認することも

できたように思います。周囲に認められ，自己肯定ができ，そうしたことを通して生徒それぞれの

自尊感情も育つ，という効果がみられました。 

 堺市総体の応援の様子 

③の教室開放によって支援学級生，通常の学級生徒とが交流し，協力し合う様子が見られるように

なりました。支援学級在籍ではないが支援を必要とする生徒たちの居場所となることもありました。 

ともに遊び，学ぶことで生徒たちがお互いの相違や共通点を見出すことができました。他者を受け

入れるきっかけにもなりました。ただ，騒音や人が多いことを苦手とする生徒にとって，「安らぎ

の場」にはならないのではないか，という疑問もあり，課題も残っています。 

（3）学校の授業にユニバーサルデザインを取り入れて「わかる授業」を目指す。 

支援が必要な生徒だけでなく全ての生徒に対して分かりやすい授業を行えるように教職員対象に

研修を実施し，視覚的支援の方法や環境整備についても学びました。 

また校内の学力向上委員会では「鳳中学校スタンダード」を作成し，全ての授業で共通の視覚支援

グッズを使用する，などが現在試行中です。 

 

  

     重要 

 

 

 視覚支援グッズの一例 

 

うつす 
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４． 結果 

以上の取り組みから少しずつですが変化が見られるようになりました。先生方のプリントには必ず

通し番号がつけられ，板書を苦手とする生徒にも書きやすいように記号や番号がつけられるように

なりました。 

 

授業の見通しやねらいも提示されるようになりました。授業中に解答できなかった生徒のために解

答用紙も配布されるようになりました。毎週放課後，火・木曜日には勉強のため，自主的に支援学

級にきて学習していく生徒も増えました。 

教科の先生方もクラブや授業の準備にと忙しい中，放課後学習会に協力して下さいます。保護者向

けの相談日を設けたことで「今までずっと一人で我が子のことで悩んでいたのです。誰かに相談で

きて良かったです。」と言ってくださる保護者もいて，ひとりで悩んでいた保護者の方々ともつな

がることができました。 

 ただ，いきなり結果がでるわけでもなく，相変わらず「授業が楽しくない」，「友達とうまくいか

ない」，「テストの点が思わしくない」と子どもたちの悩みはつきません。しかし子どもたちが学校

生活の中で相談できる仲間をつくり，周囲に認めてもらえることで少しずつ成長していけるように

支援を続けていきたいと思います。また，子ども一人ひとりが達成感や充実感を味わい，自己肯定

感を育んでいけるように今後も様々な研修や実践を行っていきたいと思います。 

 

５． おわりに 

鳳中学校で特別支援教育コディネーターをさせてもらってから 3年が過ぎました。試行錯誤でいろ

いろな取り組みをさせていただくのですが，「やってよかった！」というものもあれば「あまり効

果がない」ということもあります。他の学校での取り組みを教えていただいたり，研修をさせても

らったりもしますが，やはり学校の実態に合った支援が必要であると実感するとともに先生方の協

力なしには実践は不可能であるとも思います。 

すべての子どもたちが楽しく充実感をもって登校でき，誰かと比較するのではなく，自分自身の成

長に応じた発達ができるよう特別支援教育を実践していきたいと思います。 

そして何より子どもたちが自尊感情を大切にできること，将来は自立した大人になり良い人生を歩

んでくれることを望みます。 
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